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大野市水循環基本計画の策定について 

～「健全な水循環による、住み続けたい結のまちの実現」へ～ 

  

 大野市全域を一つの流域と捉え、これまでの地下水保全の取り組みをさらに一歩進めた、水

循環の健全化に向けた総合的な計画として「大野市水循環基本計画」を策定しました。 

 

記 

 

（１）計画の名称   大野市水循環基本計画 

 

（２）計画策定の趣旨・計画の位置付け 

 国の水循環基本法（平成２６年施行）や水循環基本計画（令和２年６月改定）の趣旨を踏ま

え、大野の恵まれた水環境を守り、未来に引き継いでいくため、大野市のさらなる水循環の健

全化に向けた総合的な計画として策定しました。 

 本計画は、第六次大野市総合計画を上位計画とし、各種の個別計画における水に関する施策

と整合を図りつつ、水循環に関する施策を総合的かつ一体的に推進するものとしています。 

 なお、既存の計画である「大野市地下水保全管理計画」「越前おおの湧水文化再生計画」は、

その策定の趣旨や考え方、施策などを整理し、本計画に統合しました。また、越前おおの環境

基本計画のうち地下水や公共用水域の水質汚染防止など、水環境の保全に関する一部を本計画

に取り込むなど整理をしています。 

 

（３）計画の期間   令和３年度から令和１２年度までの１０年間 

 

（４）基本理念    『健全な水循環による、住み続けたい結のまちの実現』 

             ～九頭竜川源流域の豊かな水環境を次世代へ～ 

 

（５）基本方針 

 基本理念を実現するために３つの基本方針を定め、基本方針ごとに施策を体系的に整理して

います。 

【発信日】令和３年２月２５日 

【問合わせ先】 

 大野市 

 産経建設部建設整備課湧水再生対策室 

（越前おおの 水のがっこう 大野市明倫町 3-42） 

 担当 松田、酒井 電話 0779-64-4813 

報 道 資 料 
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  ≪基本方針１≫ 

   流域マネジメントの推進 ～水で導く地域の未来～ 

  ≪基本方針２≫ 

    水循環に関わる人材の育成と水文化の継承 ～普及啓発及び教育と研究の深化～ 

   ≪基本方針３≫ 

    災害や気候変動、地下水障害等への対応 ～リスク管理型水循環の構築～ 

 

  

（６）計画策定の経過 

 この計画の策定に当たっては、流域の水循環に関わる国・県・市などの公的機関や事業者、

有識者、関係団体、そして市民などが参画する大野市水循環・湧水文化再生推進連絡協議会に

おいて、課題や将来像、これに向けた基本的な方向性を共有しながら協議を重ねてきました。 

 

平成 31 年 4 月  9 日 大野市水循環・湧水文化再生計画庁内会議(以降計４回) 

大野市水循環・湧水文化再生計画策定ワーキンググループ会議 

（以降計７回開催） 

令 和 元 年 10 月 25 日 大野市水循環・湧水文化再生推進連絡協議会(計画骨子案の検討) 

令 和 ２ 年 2 月 28 日 大野市水循環・湧水文化再生推進連絡協議会(計画素案のたたき台

の検討) 

         10 月  5 日 大野市水循環・湧水文化再生推進連絡協議会(計画素案の検討) 

         11 月 20 日 大野市水循環・湧水文化再生推進連絡協議会(計画原案の検討) 

    12 月 

～ 1 月 

25 日 

15 日 

パブリックコメントの実施 

令 和 ３ 年 2 月 12 日 大野市水循環・湧水文化再生推進連絡協議会(計画案の承認) 

 2 月 19 日 策定 

 

 

（７）流域水循環計画としての公表 

 国では、健全な水循環のための流域マネジメントの普及啓発と活動の活性化を図るため、全国

各地において策定されている水循環に関する計画等を「流域水循環計画」に認定し、公表してい

ます。現在、全国で５１の計画が「流域水循環計画」として公表されています。 

 平成２８年度に「流域水循環計画」として初めて公表された１７の計画の中に「越前おおの湧

水文化再生計画」も含まれており、大野市は水循環に関して全国でも先進的な取り組みを行って

いると評価を受けました。 

 今回策定した「大野市水循環基本計画」も令和２年６月に改定された国の新たな水循環基本計

画を踏まえた「流域水循環計画」の第１弾になるよう、認定に向けて手続きを進めていきます。 



 水循環全体を一体的に捉え、これまでの地下水保全の取り組みを更に一歩進めて、更なる水循環の健全化
に向けた取り組みを多様な主体との連携と協力の下、推進することで、 

≪目指す姿≫ 【P27～28】 
恵まれた水環境の魅力が更に高まり、様々な市民ニーズやライフスタイルに対応することの

できる「健全な水循環のまち」へステップアップしています。 

恵まれた水環境が守られ、その中で育まれてきた地域固有の水文化が次世代へ継承されて

いる豊かな社会が実現したまちとなっています。 

≪各分野の現状と課題≫【P5～25】 
 

【気  象】地球温暖化等の気候変動による大雨などの災害発生リスクの増大 
【水利用】人口減少が進んでいるが、水道水の使用量があまり減少していない 
【土地利用】農地の宅地化などによる市街地の拡大化／保水・遊水機能低下による河川への流出量増加 
【森  林】過疎化・少子化・高齢化の進行や林業の収益性の低下、担い手不足により必要な整備及び 
      適切な維持・保全が行われない森林の増加による森林の多面的機能の喪失 
【河川等】河川の流況の平滑化や河道内の樹林化、澪筋の固定化などによる涵養されにくい河川環境 
【農   地】水田面積及び水稲作付面積の減少による地下水への涵養量減少 
【上下水】上下水道施設の老朽化や人口減少などによる経営環境の変化 
【下水道】市内において依然4,000基（届出数）を超える単独処理浄化槽の存在 
【地下水】湧水地における湧出量の減少／土地利用形態の変化による地下水涵養量の減少 
【水文化】水循環の意識や市民生活と水との関わりの希薄化／水との関わりが深い産業の従事人口減 

【地下水による消雪】 

 市域全域を一つの流域と捉え、対象範囲は市域全域。 

 令和３年から令和12年まで（10年間）。 
 「第六次大野市総合計画」を上位計画とする。 
 更なる水循環の健全化に向けて各種の個別計画 
  における水に関する施策と 整合を図りつつ、水循 
  環に関する施策を総合的かつ一体的に推進する 
  ために策定。 
 「大野市地下水保全管理計画」・「越前おおの 
      湧水文化再生計画」は本計画に統合。 

 「大野市環境基本計画」のうち地下水や公共用水域の水質汚濁防
止など水環境保全に関する一部は本計画に取り込む。 

大野市水循環基本計画の概要 

２．大野市の水循環の現状と課題 

３．計画の基本的な考え方 

５．流域マネジメントの推進 【P53】 

６．計画の着実な推進 

基本方針１ 流域マネジメントの推進 ～水で導く地域の未来～ 

≪基本理念を実現するための基本方針≫【P30】 

≪計画の範囲・期間・位置付け≫【P26】 

１．大野市水循環基本計画とは 

【湧水が止まった御清水】 【手入れがされていない森林】 

４．基本理念を実現するための施策 

〇流域に関係する多様な主体（公的機関、事業者、  
 有識者・関係団体・市民等）が連携・協力し推進。 
〇各主体の主体的・自発的な取り組みの促進。 
 

≪流域における総合的かつ一体的な管理≫  

〇本協議会において、それぞれの取り組みについて情報共有。 
〇施策の効果ついて、定量・定性の両方から総合的かつ多面 
 的に評価を実施。 
〇実効性の確保、着実な推進を図るため、ＰＤＣＡサイクルに 
 沿って進捗管理。 
〇５年を目途として、中間評価を実施。 
〇民間企業等による助成金や、森林整備等の推進に当たって 
 は森林環境譲与税等も有効に活用するとともに、新たな財源 
 確保に向けて、協力金の導入を検討するため市民アンケート     
 調査を実施。 

≪推進方策と評価指標の設定≫【P53～58】  

基本方針３ 災害や気候変動、地下水障害等への対応 ～リスク管理型水循環の構築～ 

基本方針２ 水循環に関わる人材の育成と水文化の継承～普及啓発及び教育と研究の深化～ 

（１）貯留・涵養機能の維持・向上 

（２）水資源の適正かつ有効な利用の促進 

（３）健全な水循環を通じた地域活性化の推進 

（１）健全な水循環に関する教育、人材育成及び研究の推進 

（２）水文化の保存と継承 

（３）新たな水文化の創出に向けて 

（１）水災害等に対する防災・減災対策 

（２）気候変動が水循環に与える影響の調査研究と適応策の検討 

（３）地下水障害の防止と対策 

１．流域マネジメントの推進  

 ２．水循環に関わる人材の育成と水文化の継承 

 ３．災害や気候変動、地下水障害等への対応  

【施策の例】 

(1)スマート林業の導入による作業の省力化・効率化▼林業従事者育成支援 
 ▼ 真名川における自然出水再現放流の実施▼清滝川の河床浚渫 
 ▼田んぼダム等貯留・涵養機能の向上の検討 
（2）水資源の保全と利用の調和を図るための指針作成▼連携した渇水への対応 
 ▼雨水の有効利用と貯留浸透の推進▼水のみえる施設の適切な維持管理 
   ▼グリーンインフラの活用推進▼公共下水道の加入促進と合併処理浄化槽の設置 
（3）「水」をテーマにした観光の推進▼水を活用した地域産品のブランディング  など 

(1)「水の本」を使用した出張授業▼学習研究施設「水のがっこう」での講座の開催      
  ▼幼少期から水について学べる機会の創出▼シンポジウムなどでの情報発信 
（2）調査研究成果の整理集積▼水文化資料のアーカイブ化▼真名川ダム・九頭竜ダム 
   水源地域ビジョンの推進等による多様な主体が連携できる環境と機会の創出  
  ▼イトヨの里展示物更新▼イトヨ生息地の保全▼湧水地数の把握と整理と保存 
（3）新たな水文化のあり方についての検討  など 

（1）上水道給水施設間ループ化▼給水施設の耐震化▼治山・砂防施設の維持管理・更新  
  ▼ 九頭竜川上流ダム再生事業▼ハザードマップを活用した防災力の向上 
  ▼ 防災井戸等の設置検討と災害応急用井戸登録制度運用の検討 
（2）気候変動が水環境に与える影響の情報収集・把握▼気候変動適応策検討と緩和策推進 
（3）地下水の消雪利用禁止の制度周知と監視と遵守▼有機塩素化合物汚染の浄化対策 
  ▼地下水障害対応タイムラインの作成と運用▼地下水位監視・低下時注意報,警報発令 
  ▼上水道加入促進▼条例による地下水採取規制の方向性検討 など 

【現状と課題の例】 

【大雨による浸水・Ｈ25.9 】 

記者会見資料（令和３年２月25日） 

≪基本理念≫ 【P27】 

健全な水循環による、住み続けたい結のまちの実現   
   ～九頭竜川源流域の豊かな水環境を次世代へ～     

【P31～38】 

【P39～41】 

【P42～47】 


